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乳児教育と乳児のコンピテンス

金 子 保
(淑徳大学）
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ルソーは『エミール』のなかで，「人間の教育は誕生とともにはじまる。
話をする前に，人の言うことを聞きわける前に，人間はすでに学びはじめ
（１）
る」と述べている。ここに生涯教育の始点が求められる。教育とは，養育す

（２）
るにとどまらず,教授することが欠かせないからである。そうであれば,_わ
れわれの教授活動に応えうる乳児の学習能力について，これが想定できるか
否かが乳児教育の成立を論考するときの分岐点となる。
他方，わが国ではこれまで，乳児を対象とした教育について，十分に語ら
れてきたとは思えない。しかし，乳児を対象とした保育に関する議論は多い
ようである。しかも，乳児研究は心理学の分野で近年隆盛の一途を辿ってい
る。後述の通り新生児ですでに諸種の能力が備わっているとし､う報告も認め
られる。それにもかかわらず，「乳児教育」についての議論は乏しい。教育
心理学会においてすら，「乳児保育」を研究題目とすることはあっても乳児

（３）
教育についてのそれは見当らない。奇妙な事実と:しないわけにはいかない。
これには，わが国の社会経済的事情が関与している。国が保母養成機関の

教科目として「乳児保育」を必修としたのは，1970年（昭和45年）のことで
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ある。それに先立つ1960年代は，わが国経済の高度成長期に相当し，婦人就
労率の増加はめざましく，核家族化も都市農山漁村を問わず進行していた。
このため，乳児保育施設の増設が要請される事態が生じ，そのための保母養
成が急がれることとなった。上記の乳児保育教科の必修は，こうした事態を
反映するものと推察される。
このことは，わが国では乳児を保育するという事実が先行して，未だに乳

児に関する教育問題が自覚的に捕えられていない事情を示すものと考えら
れる。ここに，乳児教育の成立を許さない所由が求められる。しかし，乳児
の能力が教授に応えうるものであるとするなら，乳児教育は成立するはずで
ある。おそらく近い将来，乳児保育から乳児教育への転換点が来るに違いな

（4）
い･すでに，乳児教育用教材の開発は始まり，一部市販されている。障害児

を対象とした治療教育の分野では，乳児研究の成果を基礎に据えた教育プロ
（５）

グラムが実施されている。また，乳児保育施設の保育者の姿勢も単なる保護
（６）

養育（保育）の段階を越えて教授養育（教育）へと向かっているかに見える。
以上のような状況のなかで，本稿は乳児教育の対象となる乳児の能力

(competence)について吟味し，さらに乳児にとって親であり教育者であるわ
れわれの乳児教育に対する教授活動を主として動機的側面を中心に論考する
とともに，乳児教育の成立を模索するものである。

２乳児のコソピテソス

(一)J.Piagetの感覚運動的知能

われわれの教育動機は，子どもたちが心身ともに健康に成長発達すること
を願うところにある。そうした願いを実現しようと意欲して子どもたちに働

（７）
きかける活動が教育活動であろう。そのような願いや意欲は子どもの年齢に
よって変わるものとは思えない。生まれて間もない新生児であっても，そう
した願いを持ち，意欲するわれわれの構えを否定することができない。健康
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そうな乳児に接して，われわれは思わず微笑する。泣き声をあげる乳児が意
識されるなら，心配の念に駆られて，こまごまと言葉をかけ，抱き上げ，授
乳したり，おむつを交換する。われわれの，このような働きかけは，これま
で教育的な視点から考察されることは少なかったのではないか。

その事情は，従来よりわれわれが考えてきた教授内容では乳児の能力が応
じられないとする思い込みによる。確かに，形式論理的な教授内容は乳児の
能力を遥かに凌駕している。しかし，こうした認識能力であっても，これを
獲得する道程と考えたとき，乳児がこの世界を知るう°ロセスがその第１歩を
しるすｂものであろう。そのような乳児の能力に関する考え方を理論化した功
績は,J.Piagetに帰せられる。Piagetは，「論理と科学を構成する諸原理が

（８）
言語のはじまる以前からすでに発達をはじめているのだ」と主張している。
それは，乳児の感覚運動的諸活動に示されているという。乳児には，能動的
な感覚運動的体制が備わり，これが 図１知能の発達段階
調節同化均衡化の反復によって発達
変化をとげていくというのである。
その発達段階を，思いきって図式

（9）
化してみると図１の通りである。図
でＩは，乳児期の感覚運動的知能の

０ ２ ７ １ ４ 年 齢時期である｡これはさらに次の6段差韮為
階からなる。 精 行 潮
１出生より１か月頃まで，反射 １．乳児期感覚運動的知能
的 運 動 段 階 ｎ ． 子 ど も 期 操 作 的 知 能

Ⅲ、成人期形式論理的知能
２１～４か月，第１次循環反応
の段階
３４～10か月，第２次循環反応の段階
410～12か月，目的と手段の協応段階
５１２～18か月，第３次循環反応の段階
６１８～24か月，表象的思考の開始段階
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Piagetは，これらの段階が次の段階の準備期として作用し，「各段階は，

その１つまえの段階から発展してくるもので，前の段階に単に付加されるの
⑩

ではない」と考えたとされる。このような段階相互間の関連性はＩと次のⅡ
の間にも成り立つ。もちろん，ⅡとⅢの問にもそうした関連が認められるは
ずである。したがって，成人期の知能は表面にあらわれている部分のみを見
るならば，形式操作的知能にほかならない。しかし，その深層には子ども期
の操作的知能Ⅱの厚い層があって，さらにその下には乳児期の感覚運動的知
能の層があるというように，三層構造となっていると考えられよう。
知能を，このような重層構造としてみるならば，乳児期の感覚運動的知能
は成人期になっても最下層にあって形式論理的知能を補い論理以前の日常生
活に対応していることとなる。実際，われわれ成人の日常生活を反省したと
き，感覚運動的知能の支配する領域の広さは驚くほどである。生活習慣は，
ほぼこれによっているといってもよい。
このような感覚運動的知能は，われわれが教えることなしに発達するかに

みえる。それは感覚運動的知能体制が能動性を本質とするからと考えられ
る。これまで乳児は能動的とは考えられなかった。あたかも白紙のごとき存
在であり，だからこそ乳児は無限の可能性を持つと信じられてきた。しか
し，それは裏を返せば，受動的で無能力であり，だからこそ保護が必要であ
って，養育すれば足りる存在であると考えられてきたのではないのか。
Piagetの"Theoriginofintelligenceinchildren"は，こうしたtablarasaと

⑪
しての乳児観に痛烈な影響を及ぼしている。

(二)R.W・Whiteのコンピテンス概念

前節で,Piagetの知能発達の段階を図示して，成人期が乳児期と切り離し
論じられないことを示唆した。それとともに，乳児の能力の能動性について
指摘した。実際，乳児は受動的で，無能力な存在とされがちである。skill,
ability,capacityといった概念からすれば，乳児はとても有能とは思えない。

確かに,筋力は微弱である。手先の巧繊性も貧しい。発声は単調で，か弱い。



乳児教育と乳児のコンピテンス７

泣き声ですらわれわれ成人に比べれば弱いであろう。発語ともなれば,有意
味語は乏しく，言語によって意思の疎通を図ることはできない。栄養や排泄
の行動にしても無能力で自立にほど遠い。こうした乳児の能力を生物学的に

⑫
論考して，その有能性を指摘したのはC.Darwin(1877)であるとされる。
出生直後の新生児ですでに自身の体重を支えるほどの把握力を持っていると
いうのである。これは進化論の立場からすれば，予想される能力であろう．
ところで，ここでこのような新生児の能力を驚異とするか否かは，その人

の乳児観を反映する。近年の乳児心理学の成果によれば，これは驚異としな
いわけである。こうした乳児研究の系譜を辿ると行きつく研究者として
R.W.White(1959)をあげることができる。Whiteのコンピテンス概念に
よれば,筋力をはじめとする諸能力の微弱な乳児であっても,効力(effectance)

⑬
からすれば有能であるということになる。乳児の微弱ではあっても自発的で
能動的な行動が先行条件となって，当の行動に対応した特定の効果が後続し
て生起する。つまり，このときのフィードバックは任意ではない。そのよう
なフィードバックの経験それ自体が報酬となるわけである。乳児の活動性が
フィードバックされて，特定の効力を生む。その効果が伴起する。これをコ
ンテイジェンシー(contigency)という。』.Ｓ・Watson(1967)の伴起性走査仮
説(contigency-seekinghypotheSis)は，そうした考え方のうちのひとつであ
“
る。Watsonは，母親の乳児に対する反応性が伴起性走査の特性をよく示し
ているとしている。この仮説によれば，乳児は報酬となる刺激の先行反応に
対して，これを走査(seeking)する傾向をもって生まれてくるとされる。
すなわち，我々にとって驚異なのは，たとえ微弱な微笑や泣き声であって
も，確実に母親を呼び寄せ，立ち去らぬような効果をもつところにある。う
っとうしげなfusscryingは，おむつ交換を生起させるかも知れない。空腹
によるリズミカルな泣き声は哺乳状況を構成する。微弱な吸畷力であって
も，確実に栄養を摂取する。こうした母親の母性的行動を促すサインとして
の泣き声や微笑を発することのできる能力を驚異とするのである。あるい
は，乳首をしっかりと口にくわえて哺乳できることの方がわれわれにとって
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⑮

驚異なのである。Whiteは，こうした能力をcompetenceとよび，それまで
の能力概念と区別しているわけである。それは丁度，オーディオ機器のよう
に，ダイヤルつまみを操作する能力は微弱であっても，これを適確に操作す
ることによりFM放送が受信されるのに似ている。よりよく育てたいという

意欲を自覚する母親が乳児の脇にいて初めて，その能力を効果的に発揮でき
るが，そうした能力がコンピテンスといわれるわけである。

(三)R.A・Butlerの学習実験
Ｒ､W.Whiteのコンピテンス概念に影響を与えたのは，動物心理学の業績

であるという。Ｒ､A.Butler(1953)は，サルの学習実験の際に，窓が開いて
仲間のサルや模型の汽車などが見えるだけの報酬で学習が成立することを確

⑯
かめたのである。動機的側面からすれば，飢餓，性，攻撃や恐怖の他に，当
時としてはニュールックの探索行動(exploratorybehavior)の動機が指摘さ
れたわけである。同じような学習実験はネズミでも実施され，新奇な環境刺

⑰
激が報酬となって学習が成立することが実証された。このような学習行動は

人間では乳児期初期に認められる。Piagetの感覚運動的知能の発達段階で
は，二次的循環反応の段階に相当すると考えられる。handregard,prehension,
visualattentionにしても,４か月前後には新奇な刺激が報酬となって各々の

行動が生起し，これが繰り返される。たとえば，図２はhandregardの発達
⑱

経過を示したものである。ここで，持続的handregardは，一次的循環反応
が均衡に達した出来事と解釈することができる。次に，指を動かしたり，手

首をまわしたり，あるいは注視する手を遠ざけたり裏返して手背を見つめた
りする。もう一方の手が視野内に登場して見比べることもある。これらはい
ずれも，そのようにして変化する図柄が報酬となって成立する行動である。
こうして，およそ４～５か月で乳児は巧織な手の機能を獲得するのである。

⑲
図３はprehensionの発達経過である。ここではswiping(対象物を手でたた

きつけるような行動）から始まり，確実に手をのばして対象物をつかむことと
なる。図で，ピアジェタイプリーチ(Piagettypereach)とは,Piagetが



乳児教育と乳児のコンピテンス９

図2handregardの発達(著者ら，
1973）

記述したリーチングであって9B･
L.White(1970)により銘名された

⑩
ものである。これは二次的循環反応
と考えられる。対象物を意識的に把
握する行動のoriginと考えられる
からである。興味深いことに，
prehensionには捕捉とか把握の意味
の他に理解，会得の意味が知られて
いる。乳児にとってunfamilianな
対象物に手をのばして，これを捕捉
する行動は,_理解や会得のフ･リミテ
ィブな出来事とされるわけであろ
う。なじみのない対象物になじむプ
ロセスを学習と考えるわけである。ロセスを学習と考えるわけである。それは食物が，口の中に取り込まれ，そ
しゃくを受けて自分の身体になじむように，繰り返し特定の対象世界に手が
差しのべられてprehensionは成立することになる。感覚運動能力は，これを
行使することによって発達するわけである。

⑳
図４は,R.L.Fantz(1963)の研究成績の一部である。Fantzは生後５日以内
と，２～６か月の乳児を対象にして，ひとの顔，標的模様(bull'seye),新聞
の断片，及び白黄赤の計６種の視覚刺激を用いて，各々の刺激図版に対する
注視時間を測定した。その結果，ひとの顔を注視した乳児が生後５日以内の
新生児でも最も多く，２～６か月児では，この傾向はさらに著しかったので
ある。そればかりかC.C.Goren(1975)は，生後10分以内の新生児ですら，

⑫
よく整ったひとの顔の図柄を最もよく注視し追視したと報告している。実
際，乳児は２か月を過ぎると我々と視線を合わせ凝視することが知られてい
る。もっとも，この時期は，視覚探索活動が活発化する時期であり(B.L.

御White,1971),一次的循環反応の段階に相当する。実は，それに先立つ反射

的段階ですでに我々の顔を見つめている。P.Salapatek(1975)は，この段階
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図3prehensionの発達（著者ら,1973)

o注視追視
1.5～２か月で持続的に注視
手の開閉(把握の基礎）

oSWIPING
両手，片手で刺激物を
たたく。

○片手，両手を挙げる
刺激物に近い方の手
をあげる。

ｏ片手を伸ばし他の手でエ
プロン,衣服をつかむ。
2.5～３か月

ＯHandRegard
ｏ自分の手，指の動きを注
視する。

ｏ両手をからめる。
両手をからめ，見たりエプロ
ンをつかんだりする。
３～3.5か月児

視す見たりエプロ
リする。

ｏ手と刺激物を見る。刺激物と
手を交互に見つめる。
３～４か月児

る。刺激物と

ｏ身体を刺激に向ける。
刺激物を追いながら首をまわ
し身体をむける。
刺激物と観察者の交互注視も
ある。
3.5～５か月児

ｏぎこちなくつかむ。
スローモーションフィルムの
ように手を伸ばしゆっくりつ
かむ(Piagettypereach)

○手を刺激物に向けて
伸ばし容易につかむ。

で我々の目や口もとを凝視し始める事実をeyecameraの手法を使って明ら
⑬

かにしている。これによれば，新生児期は我々の顔の周辺部を視覚的に走査

するわけである（図５)。したがって，我々が視線を合わせようとしても，新

生児はこれを避けていくことになる。これをもって，新生児期を過ぎる頃よ
り視力が生ずると解釈されてきたものと考えられる。成程，新生児とfaceto

例faceの関係をとることは容易である。とくにstatelevelがquietawakeのと

きには，こうした関係を形成しやすい。しかし，視線は合わせにくい，無理
に合わせようとすれば，目そらしする。さらに深追いすれば不快な表情から
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図４視覚選好(R.L・Fantz,1963)
、
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泣き始めることになる。慎む必要があろう。二次的循環反応の段階に至り，
乳児はひとの顔を選好する傾向は顕著化して，特定の成人（母親）を他と識
別するようになる。

図５視線の動き(P・Salapatek,1975)
FINISH

Ｓ

START
１か月児 ２か月児

（四)S・Freudの自我理論

R.W.Whiteのコンピテンス概念に影響を与えたのは，動物心理学だけで
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はない。Whiteによれば，精神分析学の自我理論は研究領域の違いにもかか
わらず，動物心理学とよく似ていることを指摘している。とくに，子どもに
とって重圧となる外界に対して，これをマスターする自我本能(egoinstincts)
の傾向を検討して，探索行動の動機との類似を明らかにしている。周知の通
りS.Freudによれば，自我は性的本能(sexualinstincts)を起源とする。こ
れをidないしｅｓとよび，快感原則に支配されているとする。ところが，
快感原則だけでは外界の重圧から自己を保存するに際して，「はなはだ危
偽
険」である。そこで自我の「現実原則が，それに交代する｡現実原則は，最
後には快感を獲得する意図を放棄することはないけれども，満足を延期し，
満足のさまざまな可能性を断念し，長い迂路を経て快感に達する途中の不快

燭
を一時甘受することをうながし,強いる｣のである。自我の現実原則が,esの
快感原則に取って代わることにより現実世界の重圧を避けるわけである。こ
のとき自我は,現実世界の新奇で，なじみのない刺激の取り込み(introjection)
によって，その内容を拡充することとなる。他方,unfamiliarな刺激事態は，
ときには自我の重圧となる。これがｅｓにとって快感原則実現の妨げとなる
なら，自我にとって二重に重圧となるわけである。たとえば,Freudは『快
感原則の彼岸』の中で，１歳半の男児の「何でも手に入るこまごましたもの

的
を，部屋のすみや寝台の下などに，遠くほうり投げる」という困った癖を長
期にわたり観察して，これが母親の不在という子どもにとって苦痛な出来事
に由来していると解釈している。「母親がじぶんの乳で育てた上に，ひとの

飼
手をいつさし､借りずに世話してきたので，心からなついていた」ので，子ど
もにとって母親の不在は苦痛以上のものであったと思われる。このような外
的重圧を避けるためには，自我構造を，それを苦痛としないものとする以外
に道はない。、《困った癖”は，こうして出現したと解釈される。「子ども
は，自分の手のとどくもので，おなじ別れと再会を演出してみて，それでい

⑰
れば衝動放棄をつぐなうのである」とFreudは述べている。ここで衝動とは
ｅｓのそれであろう。こうして子どもは,esと外界との重圧をマスターする

こととなる。
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このようなFreudの解釈には貴重なアンティテーゼがふくまれている。

それは，新奇な環境的重圧によって起こる子どもの不安や恐れを，子どもは
どのようにして制止するのかという課題である。この課題は，自我構造の発
達と，対象関係(objectrelationships)の意義を問うこととなる｡

(五)J・Bowlbyのアタッチメント理論

後者の対象関係の意義はJ.Bowlbyのアタッチメント理論(attachment
鶴theory)に受け継がれている。Bowlbyは，精神分析学の対象関係論の問題意

識をＫ・Lorentzから始まる動物行動学(ethology)の成果を基盤にして展開
している。ところで，アタッチメントとは，元来「想いをよせる気持や，な
にものかにひきよせられる感じ」を意味し,愛情(love)の系譜に属する概念
である。しかし,loveではなくattachmentとしたのは，それが単に思い合
うとか，かわいがるとかいった関係ではなく,問題はどのようなプロセスと
メカニズムがあって，そのような関係が成立するのかという点に求められ
る。Ｍ､，.S.Ainsworthによれば，それは特定の人物が他の特定の人物に対

国
して築き上げる愛情による結びつきであるとされる。Bowlbyはこのような
アタッチメントの起源は，乳児の生得的行動型であるsucking,clinging,
fOllowing,crying,smilingの５種の反応にあるという。これらの反応は新生児

期から観察され，いずれも特定の人物である母親がfocusとなった学習を通
じて母親に対するアタッチメントが形成される。すなわち，乳児は,crymg,
vocalization,smiling,attentionによって母親を呼び寄せることができる。乳

児は，新生児期から十分にコンピテントなわけである。さらに,sucking,
clinging,followingにより，乳児は母親につき従っていることができる。母

親のアタッチメント行動は，このような乳児の能動的行動によって触発され
る。これに対し，乳児の行動は母親が抱き上げたり，声をかけることによっ
て終息する。Bowlbyは，乳児と母親の関係を，このような触発条件と終息
条件の複雑なメカニズムによって管理されたシステムと考えたわけである。
ところで，アタッチメントのシステムは乳児のコンピテンスの発達により
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高度化する。Bowlbyは４段階に分けて記述している。
第１段階（０～３か月）は特定のおとなを識別することはないが，前述の
生得的反応として，ひとを志向する。
第Ⅱ段階（４～６か月）では，１人ないしそれ以上の特定の人物が他の人

物から識別されるようになる。
第Ⅲ段階（７～24か月）では，単に母親のアタッチメント行動を触発する
シグナル行動を活用して母親を呼び寄せるだけでなく，移動能力を活用して
母親につき従うことができる。とくに，この段階の初期では母親に対して選
択的な反応型が認められるようになり，見知らない人物(strangers)には警
戒行動を示し，不安や恐れを抱く。いわゆる@'ひとみしり，'である。このと
き，すでに形成されたアタッチメント関係を利用して，ストレンジネス
(strangeness)な事態の取り込みが行われる。乳児にとって新奇な重圧事態
は，母親を安全基地とすることによりマスターされるわけである。
第Ⅳ段階（24か月以上）になると，母親をgoalした行動システムに修正を

加えることが可能となる。母親の行動計画を洞察して，それまでのgoalを
修正して安全基地を確保するのである。こうして探索行動はますます活発と
なる。換言すれば，新奇な環境事態のマスターのために，アタッチメントが
役立つわけである。母親にしても，子どもの行動計画の読み取りの努力は欠
かせないわけであり，こうして両者のパートナーシップ。の基礎が形成される
のである。
このようなアタッチメントの形成は，母親だけでなく，父親との間にも形

成される。きょうだいとの間にも，それ以外の人々との間にも形成される。
その基盤は，母親ないしそれに代わる者との間のそれであるのは言うまでも
ない。

(六）小嶋四因子仮説

子どもにとって新奇な重圧事態は，子どもに不安や恐れを生じさせる。こ
れを子どもはどのようにマスターするかという課題を解くのに都合のよい仮



乳児教育と乳児のコンピテンスI5

図６小嶋四因子仮説（1972）
２.凝視・凍結型①新奇性とストレンジネス３.多動型

説は，小嶋四因子仮説
帥（1972）である。これ

は，乳幼児の発達臨床

の立場から，プレイル
ームにおける子どもの

行動型を解釈する仮説
として提起されたもの
である。それは，図６

4.自閉型

アタッチメントと
依存
7.依存型
8.オーノぐ-
アタッチメント
型

③探索
操作
６.探

④常同型反応とリズミ､ソク種；
ｰ シ ジ ー Ｕ ｰ や ｰ ｗ ー ア ー 噂 ５.常同型
に示す通りであって，

①ストレンジネスと新奇性，②アタッチメソト，③探索操作，及び④常同型
反応とリズミック運動の４因子から成る。ここで常同型反応とは,finger-
suckmg,bodyrocking,headbanging等を指す。これらの因子は，いずれも起
源を異にするとはいえ，相互にダイナミックな関係があるという。図で，探
索操作とアタッチメントにはバランスの関係がある。アタッチメント関係を
安全基地として乳幼児の探索操作活動が展開し，探索の途上で不安や恐れが
意識されれば，アタッチメントを活用して，これを制止することができると
いう意味である。また，常同型反応とアタッチメントとは負の相関，つまり
常同型反応がアタッチメントの代理機能を果たす関係にある。アタッチメン
トの対象が失われたとき，あるいは対象関係が未熟なときといえども，子ど
もに不安や恐れは免れ難い。このようなとき，常同型反応はアタッチメント
の代理機能を果たすわけである。こうして子どもは，新奇でunfamiliarな外
界の探索操作を繰り返して自我内容が拡充され，コンピテンスの発達が図ら
れることとなる。
このようにして，乳児のコンピテンス等の発達には，アタッチメントが欠

かせないわけである。Bowlbyの言回しに倣うならば，体の成長や健康にと
ってビタミンや蛋白質が不可欠であるように，コンピテンスの発達にとって
アタッチメントは欠かせない役割を果たしているわけである。
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３乳児教育の成立

（一）乳児保育との関係
的

乳児保育は家庭保育に対する概念であるとされる。乳児を児童福祉施設で
ある乳児院や保育所において集団的に保育することを指すわけである。これ
は，乳児の保育が社会的に要請される前述の事情を反映して，昭和45年に保
母養成教科目として必修とされることにより改めて定義づけられるようにな
ったものである。では，それまではどのように扱われてきたのであろうか。
吉岡毅らによれば，それまでの保育は幼児が中心といってよく，「乳児保育

的はその一部に特殊なものとして位置づけられていた」のである。それという
“のも，保育とは，「保護教育あるいは保護養育から由来している」からであ

ろう。乳児が教育の対象となり難いにしても，保護と養育の対象にはなる。
保育の育が教育を意味するとしても，保護が欠かせないとすれば，乳児は保
育の特殊なものとして位置づけられるというわけであろう。
これに対して，教育は教授と養育を基礎に発生しているとされる。前述の

論法からすれば，乳児は教授の対象となり難くとも，養育の対象とはなりう
るから，乳児教育は教育の特殊なものとして位置づけられるとしても差支え
ないこととなる。しかし，そうであれば教育と名づける必要性は失われる。
単に乳児養育で間に合う。同様に，乳児保育ではなくとも，乳児保護で間に
合う。単に養育ないし保護であっては差支える事情があるからこそ保育であ
り教育であるわけと考えられる。
それでは再び，保育とは何であり，教育とは何であろうか。これについて

論考するとき注目されるのは，家庭児の場合には乳児保育の使用が避けられ
るが，他方家庭教育はしばしば使われている。家庭保育はなじまず，乳児の
場合には育児とか子育てと呼ぶのである。これは，乳児教育が家庭での育児
と乳児保育の一部をふくむと見倣せることを示唆している。すなわち，乳児
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保育の保育は「保護養育あるいは保護教育」なのではなく，「保護養育と保
護教育」の二義あるとし，後者を乳児教育の一部とするのである。こうして
現行の乳児保育の教育的内容は乳児教育の一部と重なるわけである。

(二）乳児教育の動機

教育は養育だけでなく，同時に教授の必要性が自覚されたときに成立する
とすれば，その対象が乳児の場合，単に養育するだけで十分と考えられがち
であるが，それでは乳児教育は成立しないこととなる。しかし，乳児のコン
ピテンスからは，乳児といえども我々の教授の自覚の欠かせないことが推測
される。問題は，では何を教授できるのかというようにして乳児教育のカリ
キュラムにまで一足飛びに考えてしまうところにある。そうではなくて，教
授とは元来どのような活動なのかを問うことから始めなくてはならない。
村井実（1963）は，ソクラテスをすぐれた教師として教育の視座から描い
的

ている。ソクラテスの教育方法はプラトンの対話篇から明らかな通り主とし
て対話によったとされている。その動機は，生産愛（エロス）にある。善や
美をアテナイの若者の中に見出し，対話によりその若者の上に生産をもたら
す活動が教育なのである。したがって，エロスの名に値する活動，「それは

的
肉体の上でも心霊の上でも美しいものの中に生産することです」ということ
になる。善や美の内的所有，すなわち自己実現的所有を教育の動機として認
めることができる。こうして，「彼は既に久しく身に宿していたものを生産
し創造する。側にいても離れていても，彼はその人のことを思い，また出生

肋
した者をその人と共に育て上げる」こととなる。こうして，ソクラテスの教
育は，共同の生産に対する愛から始まるとされるわけである。そうであれ
ば，それは「けっして豊かな者から貧しい者へ，先立つ者から遅れた者へ，
熟した者から未熟な者へ，というような意味での救済や指導や教授活動への

的
愛ではありえない」こととなる。
このようなソクラテスの教育愛から始まる教授活動であれば，対象が乳児

であっても実現しうる。実際，精神発達が乳児と同一水準にあると推測され
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⑲

る重度障害児（者）の場合にはすでに教授の努力が払われている。それとい

うのも，ソクラテスの教育では，対象児（者）の能力が教育成立の必要条件
とは考えられていないからである。むしろ，「遅れた者にも,未熟な者にも，
なおかつ美しいもの善いものへの根源的衝動力を見いだし，その衝動力にお

⑳
いて人間を愛するというすぐ･れて人間中心主義的な契機を含むものである｡」
従って，乳児のsmilingやsucking,handregardやprehensionにしても，そ
の《‘根源的衝動力"に気づき，思わず惚れ込むところから乳児教育が始まるの
である。新生児の諸種のシグナル行動ですら，適確に受信できる母親がいて
乳児はすでにコンピテントであるが，それは若者を愛する教師が側にいて初
めて有効な対話関係が成立するソクラテスの教育方法を想起させる。その結
果，「かういう人々は，肉身の子供がある場合よりも遙かに親密な共同の念

｡
と遙かに蟄固な友情とによって互に結びつけられる」のである。このよう
に，ソクラテスの教育愛は，､､共同の生産”にとって不可欠であるが，それ
は乳児のコンピテンスにとってアタッチメントが欠かせないとする乳児教育
の事情と一致する。この点は，乳児教育でとくに強調されなければならな
い。

(三）乳児教育の方法（１）

乳児教育が，われわれの乳児に対する惚れ込み（エロス）から始まるとい
うソクラテス的教育動機について指摘したが，このときわれわれは期せずし
て乳児のわれわれに対するエロスを意識することになる。乳児のエロスの対
象としてわれわれが選ばれることになるということである。Bowlbyのアタ
ッチメントも，そのような概念として理解できる。それは一方的なものでは
なく，相互的な関係である。それは，依存や支配の関係ではない。対話的関
係といったらよいと考えられる。一方的依存関係や支配関係では対話は成り
立たない。対話的な相互関係は，乳児初期ですでに成立する。

例えば,T.B.Brazelton(1974)は，生後２週から20週の健康乳児を対象に
⑫

母親との対面時における相互関係を行動分析している。その結果乳児の母親
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に対するattentionには一定のサイクルが認められている。乳児が見つめ，次
いで目をそらすサイクルは１分当たり４．４回平均で繰り返され，次第に両者
の興奮が高まっていくというのである。このとき，目をそらした状態は，母
親との関係を断ち切った関係ではなく，母親へのattentionをいつでも再開
できる構えをもつ状態であるとする解釈は注目される。一方的語りかけやあ
やしかけの続く限り，乳児は母親へのattentionを示さず，目をそらしたま
まであっても，母親が語りかけやあやしかけを終えたとき，乳児は母親を再
び見つめ発声するエピソードがそうした関係をよく示している。ここには，
対話関係の原型をうかがうことができる。それは，乳児の意識とわれわれの
意識との関係として捉えることができる。視線や発声，しぐさや言葉の交し
合いの関係は，単なる行動の関係ではない。乳児心理学の研究者は，現在の
ところ行動分析を中心に研究を進めているが，それは意識の交し合いと考え
ることもできる。ここで，後者の視点は重要である。教育は意識に働きかけ
ることを本質とするからである。乳児教育は，乳児の精神発達を目的の一部
とする。このとき，精神は諸種の行動ではない。行動は行動であって，それ
以上のものではない。これには異論が考えられる。中枢神経系の機能を精神
とする考え方からは多分批判されるであろう。しかし，精神は物質ではな

く，中枢神経系は物質である。物質と精神がどのような関係をもつのか，こ
れを明らかにすることなく中枢神経系の機能の増進を乳児教育の方法とする
ことはできない。それは，治療の領域に入る。あるいは，それは単なる養育
で済む。乳児保育で十分であるともいえる。乳児教育の目的を乳児の精神発
達に置くならば，この議論を避けることができない。これについては，稿を
改めたいと考えるが，見通しとしては，精神は物質ではなく意識によって形
成されるという仮説は提示しておきたい。乳児の意識と我々の意識の対話的
関係が，乳児教育の方法として検討される価値があるのではないかと考えら
れるからである。
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(四）乳児教育の方法（２）

乳児教育の方法の基礎として，我々と乳児との対話的関係を取り上げた。
これが，乳児の学習経験を構成することになる。精神発達を実現する機会と
いってもよい。それは単一の経験ではなく，繰り返される経験である。繰り
返されて両者は次第に興奮することとなる。それは感動の経験に至る。それ
は，ときには歓喜であり，ときには悲哀である。愛であり憎しみである。そ
うした感動的経験は，我々の意識と乳児の意識との繰り返される交合の中に
形成される。あるいは，乳児のひとつの意識が，別の意識の触発条件となっ
て我々の思考にも似た意識活動が展開することもある。そうした乳児の経験
は，我々のそれがそうであるように，ときには感動の経験へと導く。オルゴ
ールメリーや自身の手を見つめる乳児の興奮も，こうした出来事と解釈され

る。そこに，遊具や玩具の乳児教育における意味を見いだすことができる。
これを，教材とよぶとすれば，対話的関係は，そうした教材との間にも成立
するかにみえる。しかし，それは一時的で終わる。遊具や玩具は乳児の意識
内容を了解することがないからである。それでも，繰り返し展開することも
ある。その場合でも，一時的な場合にしても，乳児自身の意識活動の展開を
意味するものである。そうした乳児の意識内容の了解があって対話的関係
はさらに持続することとなる。したがって，教材はわれわれが与えるにしる
乳児が選ぶにしろ，それを活用してわれわれと乳児との対話関係の発展を効
果的に推進するとき，その価値を発揮すると考えられる。それとともに，わ
れわれの了解力が乳児教育では不可欠であることとなる。乳児の意識内容を
われわれが了解できて，われわれとの関係の中で乳児は感動の経験を持つこ
とができる。それがまた，われわれの感動でもある。乳児意識の了解の問題

縄は，乳児教育にとって緊要であるといわねばならない。
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４ 結 壺叩

本稿では乳児のコンピテンスと，乳児教育の成立をめく・る問題について論
考してきた。最後に，得られた所見のうち主要な内容を要約すれば次の通
りである。
（１）乳児は誕生とともに十分コンピテントである。（２）乳児がコンピテン
トであるためには，乳児の行動の意味を了解するわれわれの存在が不可欠で
ある。（３）われわれと乳児との間にはアタッチメント関係が成立する。（４）
アタッチメントは，探索行動の活発化をもたらし，乳児に外界の取り込みの
効果を生む。（５）以上の経過を教育的視点から考察することができる。われ
われと乳児は対話的関係を持ち，これにはわれわれが乳児意識を了解する必

要がある。（６）従来の乳児保育は，こうした教育的内容を含んでいる。
以上の通り要約してみたが，それぞれの問題について十分に論考している
とは思えない。論考から省かれた重要な問題もあるように思う。冒頭に掲げ
たルソーの引用文を励みに更に稿を深めたいと考える。生涯教育が，誕生と
ともに始まるとすれば，乳児教育は疎かにはできないからである。
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